
解 答
キ オ ク エ ウ・エ イ イ【１】 ① ② ③ ④ ① ②唄 欝 蔚

ア ア ８：３鰻 姥 厩

イ エ 化石 地層ができた当時の周りの環境 下図 ウ【２】 唄 欝 蔚 鰻 姥 厩

カ イ １.６ ８.８ エ キ【３】 ① ②唄 欝 蔚 鰻 姥

ア イ ウ １５ １０００.４ １.７５ ８００.４【４】 唄 欝 蔚 鰻 姥 厩 浦

解 説

【３】 （グラフ）より，濃度２.５％の塩酸１００ と反応する鉄は８ｇ（１０－２）とわかるので，濃度２.５欝 易

％の塩酸２０ と反応する鉄は１.６ｇ（８× ）です。易
１００
２０

（グラフ）より，濃度２.５％の塩酸１００ と完全中和する濃度３.０％の水酸化ナトリウム水よう液は，蔚 易

７４ とわかります。濃度２.５％の塩酸４０ に濃度３.０％の水酸化ナトリウム水よう液１８.５ を加易 易 易

えると，塩酸２５ ×１８.５）と完全中和して塩酸１５ が残ります。したがっ易（ 易（４０－２５）
７４

１００

て，加えた鉄１０ｇは１.２ｇ（８× ）反応し，８.８ｇ（１０－１.２）残ります。
１００
１５

銅は塩酸にも水酸化ナトリウム水よう液にも反応しないので，鉄の重さは変わりません。鰻

アルミニウムは塩酸にも水酸化ナトリウム水よう液にも反応するので，完全中和して食塩水（塩化ナトリ姥

ウム水溶液）になったときだけ鉄の重さは１０ｇのままで，そのほかでは反応して鉄の重さは減ります。

【４】 線路に使われている金属は，０℃のときと比べて，６０℃では１５mm（０.２５×６０）のびます。した鰻

がって，線路と線路のすき間は最小で１５mm必要になることがわかります。

（グラフ）から，０℃のとき１.０ｍの金属棒Ａは１℃で０.０１mmのびることがわかります。したがって，姥

４０℃のときは，０.４mm（０.０１×４０）のびるので，金属棒Ａは１０００.４mmになります。

（グラフ）から，０℃のとき１.０ｍの金属棒Ｂは１℃で０.０２mmのびることがわかります。したがって，厩

１０℃のときは，０.７mm（０.０２×３.５×１０）のび，３５℃のときは，２.４５mm（０.０２×３.５×

３５）のびるので，金属棒Ｂは１.７５mm（２.４５－０.７）のびます。

（グラフ）から，０℃のとき１.０ｍの金属棒Ａは１℃で０.０１mmのびるので，５０℃では０.５mmのび浦

で１０００.５mmになります。０℃のときの１目もりは１.０００５倍になります。したがって，５０℃のと

きの金属棒Ａの８００mmは０℃のときの８００.４倍（８００×１.０００５）になっています。
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